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 学 校 自 己 評 価  学校関係者評価  
年 度 目 標  年 度 評  価  （ 月  日現在 ) 実施日平成 年 月 日 

番号 現状と課題  評 価 項

目  具体的方策  方策の評価指標  評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意

見・要望・評価等  

１ 

 授業評価や授業研究を通して、授業

の工夫改善に努めている。生徒一人一

人は進路実現を目標に努力している

が、多くの生徒は、授業以外の学習時

間の不足を自覚している。さらに、落

ち着いて授業が行えるよう学校環境

全般の整備が必要である。 

生徒の学習意欲と学習習慣を一層

向上させるための充実した学習指導

を継続していく必要がある。 

 学力向上

のための授

業改善の取

組 

・授業アンケートを活用した授業改善 

・学力向上委員会と各教科とで連携した学習指導法や授業の

研究、研修会等における情報の提供と共有（分かる授業の

実践及び学び合いや共有化の推進） 

・授業の活性化と主体的な学習態度の育成 

  ＊ チャイム始業 

・落ち着いて取り組める授業・学習環境づくり 

  ＊ 教室の整理整頓 

  ＊ 朝や放課後等に、生徒が集中して自主学習に専念で

きる環境の検討 

・理解度に応じた補習体制、個別指導の充実 

・家庭学習に対する保護者への意識啓発 

・新教育課程の編成 

・意欲をもって主体的に授業に取り組む 

生徒が増えたか。（生徒の自己評価・

授業アンケート） 

・生徒の学力は向上したか。 

・生徒の学習時間は増えたか。 

・授業研究や研修会の成果を、授業の工

夫、改善に生かせたか。 

・校内が美しく保たれているか。 

 

 
 

２ 
 頭髪服装の指導や遅刻指導などを

継続している。挨拶などの礼儀は良好

であるが，生活規律の維持，向上には

今後も粘り強い指導が必要である。同

時に、生徒の心身にも配慮した指導が

求められている。 

 豊かな人間性の育成のためにも，

教育活動全般を通して人間関係作り

の経験を積ませる必要がある。 

 豊かな人

間関係作り

と生徒指導

の取組 

・けじめのある生活を送る指導 

  ＊時間を守らせる指導 

  ＊規則を守らせる指導 

  ＊三橋(３)交差点を軸とした交通安全指導の充実 

・心身ともに健康な生徒育成 

  ＊個別指導の充実 

  ＊家庭，校内分掌･スクールカウンセラー，関係機関の

連携による生徒指導 

・豊かな人間関係の育成 

  ＊学校行事，部活動の活性化と充実 

  ＊人間関係作りの経験を積ませる機会の設定 

  ＊国際感覚のさらなる育成(国際交流事業) 

・遅刻数が減少したか。 

・問題行動が減少したか。 

・生徒の心身の健康について，家庭，関

係機関との連携を深められたか。 

・交通安全の意識が向上したか。 

・学校行事や部活動が活性化したか。(部

活動加入率,活動状況調査) 

 

 
 

３ 

進路行事をとおして進路意識は学

年を追って年々向上している。そし

て、多くの生徒が進路実現に向け、よ

く考え準備している。しかし、進路準

備のスタートが多少遅れる生徒や進

路先を安易に決めている生徒も一部

見受けられる。また、校外模試等を通

して一般受験に対する意識も向上さ

せることが必要である。 

 

満足できる

進路先の発

見とその実

現に向けた

指導の確立 

・生徒個々に応じた進路意識の向上のための面談  

・進路行事、総学におけるガイダンスなどの活用 

・「進路の手引き」や各種資料の整備等、有効で適切

な進路情報の提供 

・大学、短大、専門学校、企業等との密接な連携 

・学習意欲を喚起し、補習・課題テスト・実力テスト等

の実施 

・第一志望の実現に向けた指導と共に大学見学や進路セミナ

ーなど学年に応じた緻密な指導の充実 

 

・面談・進路行事等を通じて、生徒の進

路意識を引き出すことができたか。 

・進路を考えるための正確な情報や機会

を提供できたか。 

・ニート・フリーター対策は図れたか。 

・様々な生徒が各自の志望する進路を選

択できたか。 

 

 
 

 

 

４ 

  ＰＴＡ・地域等との連携が深まりつ

つある。ＨＰの更新などが順調に進め

られている。メール連絡網への加入率

が全校で９５％になるなど活用が進

んでいる。今後より相互の理解を深め

ながら具体的な連携を実施すること

が求められる。 

 開かれた

学校づくり

の推進のた

め情報発信

の充実と活

用 

・授業公開の推進・充実 

・ＰＴＡ等との連携協力の推進とＰＴＡ等の活動充 

実への支援 

・ＨＰ等各種方法による中学校向け情報提供などの充実 

・メール連絡網の活用とメール連絡網の加入率アップ  

・保護者や地域等の意見等の収集とその活用 

・学校の情報発信の充実がはかれたか。 

・各行事への保護者の参加が増えたか。 

・学校と保護者、地域との連携・協力は

すすんだか。 

・保護者、地域等の学校への願いなどが

把握できたか。（アンケート等） 

・メール連絡網の加入数と活用件数が増

えたか 

                                                                     

 

 

 

 

 

 

 目指す学校像  確かな学力と豊かな人間性を育成して、自己実現を図る。    
 

  A    ほぼ達成   （８割以上）  
  B    概ね達成    （６割以上）  
  C    変化の兆し  （４割以上）  

 達  
成  
度  

  D    不十分      （４割未満）  

 

 

 

 重点目標  

１ 生徒が学力の向上と定着を実感できる学習指導の充実  
２ 心身ともに健康でけじめある生活を送れる生徒の育成  
３ 生徒自ら進路を選択し、その実現に向けて努力する姿勢の確立  
４ 開かれた学校作りの推進（情報発信の充実と活用）  

 


